
ＯＡＴハウス肥料
OATハウス1号 10kgポリ袋入り
OATハウスS1号 〃
アミノハウス1号 〃
アミノハウスS1号 〃
OATハウス2号 〃
OATハウス3号 〃

OATハウス5号 1kgポリ袋入り×10袋／ケース
OATハウス6号 10kgポリ袋入り
OATハウス7号 〃
OATハウス8号 〃
OATハウス9号 〃
OATハウス10号 〃

ＯＡＴ

［OATハウス肥料一覧］

OATハウス1号
生第92893号

OATハウス3号
生第78297号

OATハウス5号
生第68572号

OATハウス2号OATハウスＳ1号
生第92891号

アミノハウス1号
指定配合肥料

アミノハウスＳ1号
指定配合肥料

OATハウス6号 OATハウス7号
輸第9845号

OATハウス8号
生第69603号

OATハウス9号
輸第9846号

OATハウス10 号



製品名
保証成分（％） 配合成分（％）

窒素
N

りん酸
P2O5

加里
K2O

苦土
MgO

マンガン
MnO

ほう素
B2O3

石灰
CaO

鉄
Fe

銅
Cu

亜鉛
Zn

モリブデン
Mo

OATハウス1号 10.0 8.0 27.0 4.0 0.10 0.10 0.18 0.002 0.006 0.002
OATハウスS1号 9.0 7.0 32.0 4.0 0.05 0.07 0.15 0.002 0.006 0.002
アミノハウス1号＊ 10.0 8.0 27.0 3.5 0.10 0.07 0.18 0.002 0.006 0.002
アミノハウスS1号＊ 9.0 7.0 32.0 3.5 0.05 0.07 0.15 0.002 0.006 0.002
OATハウス2号 11.0 23.0
OATハウス3号 13.0 46.0
OATハウス5号 6.0 9.0 2.00 2.00 5.7 0.04 0.08 0.043
OATハウス6号 16.0
OATハウス7号 11.0 61.0
OATハウス8号 10.0 9.0 40.0
OATハウス9号 51.0 33.0
OATハウス10号 53.0

＊アミノ酸、有機酸を含む。（詳細はP167の通り）

肥料名 A処方 SA処方 C処方 SC処方 B処方

OATハウス1号
（アミノハウス1号＊1） 1500 1500

OATハウスS1号
（アミノハウスS1号＊1） 1500 1500

OATハウス2号 1000 1000 800 800 950
OATハウス3号 810
OATハウス5号 50
OATハウス6号 500
OATハウス7号 155
OATハウス8号 200

OATハウス9号＊3 B処方のアンモニア性窒素を少なくする時は7号の一部を9号に置き換える
またりん酸と加里を強化したい時は培養液1トンあたり100〜200gを添加する

OATハウス10号＊3 加里だけを強化したい時は培養液1トンあたり100〜200gを添加する

備考：各培養液処方ともEC1.3dS/m以下の低濃度で使用する場合は、OATハウス5号を培養液1000ℓあたり、20〜
30g程度追加してください。

＊1）アミノハウス1号、アミノハウスS1号は、葉菜類向けのアミノ酸・有機酸入り肥料です。培養液の調整方法は
OATハウス1号と同じです。

＊2）OATハウス9号、OATハウス10号は、各作物の栽培時期や生育ステージにあわせて成分調整するのに用います。

培養液処方例（g/1000ℓ）

［OATハウス肥料の成分組成］

［標準培養液の調整方法と特徴］



成分名 A処方 SA処方 C処方 SC処方 B処方

窒 素 全 量
内アンモニア性窒素
硝 酸 性 窒 素

（TN）
（AN）

（NN）

260
23
233

247
（8）
239

258
23
231

225
（8）
217

230
20
210

り ん 酸 （P2O5） 120 105 138 105 93
加 里 （K2O） 405 480 485 480 377
石 灰 （CaO） 230 230 184 184 219
苦 土 （MgO） 60 60 60 60 80
マ ン ガ ン （MnO） 1.5 0.75 1.5 0.75 1.0 
ほ う 素 （B2O3） 1.5 1.1 1.5 1.1 1.0 

鉄 （Fe） 2.7 2.3 2.7 2.3 2.9
銅 （Cu） 0.03 0.03 0.03 0.03 0.02

亜 鉛 （Zn） 0.09 0.09 0.09 0.09 0.04
モ リ ブ デ ン （Mo） 0.03 0.03 0.03 0.03 0.02
E C 値 （dS/m） 2.6 2.6 2.7 2.4 2.4

注）　EC値は水道水（EC0.11dS/m、水温25℃）に溶解し、測定しました。

成分名 A処方 SA処方 C処方 SC処方 B処方

窒 素 （ N ） 18.6 17.6 18.4 16.0 16.4
リ ン （ P ） 5.1 4.4 5.8 4.4 3.9
カ リ ウ ム （ K ） 8.6 10.2 10.3 10.2 8
カ ル シ ウ ム （ C a ） 8.2 8.2 6.6 6.6 7.8
マ グ ネ シ ウ ム （ M g ） 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 

各濃度ともに保証成分より算出してあり、実際の濃度は表中の値より若干高濃度になります。

標準培養液の成分組成（ppm）

標準培養液のme濃度（me/ℓ）

培養液処方の特長

A 処 方　：　果菜類、葉菜類、花き類に広く使用できる汎用型培養液処方です。
S A 処 方　：　トマトの尻腐れやレタスのチップバーンなど、高温による生理障害が発生しやすい

時期の果菜類、葉菜類に対応した培養液処方です。
C 処 方　：　アンモニア性窒素を適度に含み、秋から春の果菜類に対応した培養液処方です。
S C 処 方　：　原水にカルシウムを多く含む場合や、高温による生理障害が発生しやすい時期の

果菜類、葉菜類に対応した培養処方です。
B 処 方　：　汎用性の高い園試処方です。

［標準培養液の濃度］
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濃厚原液タンク A処方 SA処方 C処方 SC処方 B処方

1 号 タ ン ク 1号　30kg S1号　30kg 1号　30kg
8号　 4kg S1号　30kg

3号　16.2kg
5号　 1kg
6号　 10kg
7号　 3.1kg

2 号 タ ン ク 2号　20kg 2号　20kg 2号　16kg 2号　16kg 2号　 19kg

作物名 育苗期
本　　　　　　　　圃

定植初期 中期（交配期） 収穫期〜後期

ト マ ト 1.2 1.2〜1.5 1.2〜1.8 2.0〜2.8
な す・ ピ ー マ ン 1.2 1.2〜1.5 1.5〜1.8 1.8〜2.4
き ゅ う り 1.2 1.2〜1.5 1.5〜1.8 1.8〜2.4
メ ロ ン 1.2 1.2〜1.5 2.0〜2.4 1.2〜1.5
い ち ご 0.6〜0.8 0.6〜1.0 0.8〜1.2 0.8〜1.5
み つ ば ・ ね ぎ 1.2 1.2〜3.5 1.5〜3.5 2.4〜3.5
サ ラ ダ ナ 1.2 1.2〜3.0 1.2〜3.0 1.2〜3.0
ば ら・ カ ー ネ ー ション 1.2 1.0〜1.5 1.2〜1.8 1.5〜2.0

備考：表中のEC値は一例です。高温期はやや低く、低温期はやや高く管理するのが一般的です。また栽培途中で
培養液の肥料成分バランスが大幅に違ってきた時や、病原菌等で汚染された時は、速やかに培養液を全量交
換してください。

標準培養液20トン分の原液（100倍希釈用濃厚原液：200ℓタンク）の使用量

培養液のEC管理例（dS/m）

濃厚原液タンクが2基あり、調節装置で給肥する場合、以下のような割合で肥料を秤量し、所定のタン
クへ入れて溶解してください。

培養液の設定濃度は、栽培される作物や養液栽培装置により異なりますが、標準培養液の0.5〜2倍
程度で使用してください。

［濃厚原液の調製法］

［OATハウス肥料の使い方］
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